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台
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衆
議
院
議
員
北
川
れ
ん
子
君
提
出
台
湾
向
け
原
子
力
発
電
設
備
の
輸
出
許
可
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
大
島
令
子
君
提
出
台
湾
向
け
原
子
力
発
電
設
備
の
輸
出
許
可
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
四

年
八
月
二
十
七
日
内
閣
衆
質
一
五
四
第
一
七
二
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、

原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
を
保
有
す
る
国
又
は
地
域
（
以
下
「
国
等
」
と
い
う
。
）
の
責
務

で
あ
る
と
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

な
お
、
我
が
国
は
、
御
指
摘
の
「
一
九
六
〇
年
七
月
二
十
九
日
の
原
子
力
の
分
野
に
お
け
る
第
三
者
に
対
す
る
責
任
に
関

す
る
条
約
（
パ
リ
条
約
）
」
の
締
約
国
で
は
な
く
、
同
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
同
条
約
に
は
、
「
事
故
発
生

が
、
輸
出
国
の
原
子
力
発
電
施
設
の
設
計
、
使
用
さ
れ
た
資
機
材
、
製
造
ミ
ス
な
ど
に
起
因
し
て
い
て
、
保
有
、
運
転
国
が

責
任
を
負
え
な
い
場
合
、
損
害
賠
償
義
務
は
当
然
輸
出
国
に
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
規
定
は
な
い
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
当
該
施
設
を
保
有
す
る
国
等

の
責
務
で
あ
る
と
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、我
が
国
か
ら
の
原
子
力
設
備
の
輸
出
に
当
た
っ
て
、

一



輸
出
先
に
お
け
る
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
性
が
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）

に
基
づ
く
輸
出
の
許
可
の
審
査
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
特
段
の
問
題
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

他
方
、
政
府
と
し
て
は
、
先
の
答
弁
書
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
原
子
力
設
備
の
輸
出
者
及
び
製
造
者
が
当
該
設

備
を
輸
出
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
も
の
と
し
て
「
安
全
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
供
給
」
と
い
う
考
え
方
の
普
及
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
輸
出
先
の
国
等
の
原
子
力
発
電
の
安
全
水
準
の
向
上
に
資
す
る
有
意
義
な
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
当
該
施
設
を
保
有
す
る
国
等

の
責
務
で
あ
る
と
国
際
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、
台
湾
電
力
龍
門
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
台
湾
第

四
原
発
」
と
い
う
。
）
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
も
、
台
湾
第
四
原
発
向
け
と
し
て
株
式
会
社
日
立
製
作
所
及
び
株
式
会
社
東

芝
に
よ
る
輸
出
を
許
可
し
た
原
子
炉
一
次
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
電
源
装
置
、
原
子
炉
一
次
冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
、
原
子
炉
制

御
棒
駆
動
装
置
及
び
原
子
炉
圧
力
容
器
の
四
件
の
原
子
力
設
備
（
以
下
「
本
件
原
子
力
設
備
」
と
い
う
。
）
を
含
む
原
子
力

発
電
施
設
全
体
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
材
質
が
用
い
ら
れ
た
原
子
力
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
性
を
確
保
す
る
の

二



か
を
含
め
、
台
湾
当
局
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

核
兵
器
の
不
拡
散
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
一
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
核
兵
器
不
拡
散
条
約
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
各
締
約
国
は
、
特
殊
核
分
裂
性
物
質
の
使
用
等
の
た
め
に
特
に
設
計
さ
れ
又
は
作
成
さ
れ
た
設

備
等
を
非
核
兵
器
国
に
供
給
す
る
に
当
た
っ
て
当
該
特
殊
核
分
裂
性
物
質
に
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
供
給
す
る
設
備
等
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
義
務
付

け
ら
れ
て
い
な
い
。
本
件
原
子
力
設
備
が
特
殊
核
分
裂
性
物
質
の
使
用
等
の
た
め
に
特
に
設
計
さ
れ
又
は
作
成
さ
れ
た
設
備

で
あ
る
こ
と
は
本
件
原
子
力
設
備
の
詳
細
を
開
示
し
な
く
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
上
、
我
が
国
は
、
本

件
原
子
力
設
備
の
輸
出
に
当
た
っ
て
、
台
湾
第
四
原
発
に
お
け
る
使
用
等
に
係
る
特
殊
核
分
裂
性
物
質
に
国
際
原
子
力
機
関

に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
政
府
と
し
て
は
、
六
に
つ
い
て
で
述
べ

る
と
お
り
台
湾
当
局
が
管
理
す
る
地
域
に
あ
る
す
べ
て
の
核
物
質
に
対
し
て
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
本
件
原
子
力
設
備
の
詳
細
を
開
示
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
上
、
特
段

の
問
題
は
な
い
。

三



六
に
つ
い
て

平
成
十
年
一
月
二
十
六
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」
と
い
う
。
）
国
務
省
か
ら
在
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
日
本
国

大
使
館
に
発
出
さ
れ
た
口
上
書
（
以
下
「
米
国
口
上
書
」
と
い
う
。
）
の
（�）
に
お
い
て
は
、
台
湾
当
局
が
管
理
す
る
地
域
に

あ
る
す
べ
て
の
核
物
質
に
対
し
て
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
万

が
一
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
本
件
原
子
力
設
備
等
に
対
し
て
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合

に
、
米
国
政
府
が
我
が
国
政
府
と
協
議
を
行
い
、
同
保
障
措
置
に
代
替
す
る
保
障
措
置
が
本
件
原
子
力
設
備
等
に
対
し
て
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

米
国
口
上
書
の
（�）
に
お
い
て
は
、
本
件
原
子
力
設
備
等
が
台
湾
当
局
が
管
理
す
る
地
域
以
外
へ
移
転
又
は
再
移
転
さ
れ
る

場
合
、
本
件
原
子
力
設
備
等
の
移
転
先
又
は
再
移
転
先
か
ら
所
要
の
保
証
が
得
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
米
国
政
府
は
台
湾
当

局
に
対
し
て
本
件
原
子
力
設
備
等
の
移
転
又
は
再
移
転
を
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
上
で
、
本
件
原
子
力
設
備
等
の
移
転
又
は

再
移
転
に
関
し
、
万
が
一
、
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
我
が
国
政
府
の
要
請
に
応
じ
て
米
国
政
府
が
我
が
国
政

府
と
協
議
を
行
い
、
相
互
に
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
御
指
摘
の
米
国
口
上
書
の
文
言
は
、
米
国
政
府
が
本
件
原
子
力
設
備
等
に
対
す
る
保
障
措
置
の
確
保
に
関

四



し
て
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、
米
国
政
府
と
し
て
台
湾
当
局
が
管
理
す
る
地
域
に
あ
る
す
べ
て

の
核
物
質
に
対
し
て
国
際
原
子
力
機
関
に
よ
る
保
障
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
等
の
意
図
を
我
が
国
政
府
に
対

し
て
公
式
に
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
各
国
等
が
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
や
環
境
問
題
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
判
断
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
各
国
等
が
自
ら
の
判
断
に
お
い
て
原
子
力
発
電
施
設
の
導
入
を
決
定
し
た
場
合
、
そ
の
要
請
に
応
じ
て
、

よ
り
安
全
な
原
子
力
発
電
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
高
品
質
の
原
子
力
設
備
を
輸
出
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
運
転
管
理
技
術
等

を
併
せ
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
輸
出
先
の
原
子
力
に
関
す
る
安
全
性
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

五


